
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 全国的な自転車をとりまく環境 ～ 
 

自転車をとりまく環境

別添４

■自転車と歩行者の交通事故が急増 

■自転車と歩行者が「分離」された自転車走行空間はわずか３％ 

歩道上における歩行者と自転車の錯綜により、自転車と歩行者が接触する事故は、最

近 10年間で約 4.8倍に増加。 

［出典：警察庁資料］ 

自転車走行空間あり（約79,000km） 自転車走行空間なし（約110万km）

構造分離構造分離 視覚的分離視覚的分離

非分離非分離

約76,000km約76,000km

自転車歩行者道自転車歩行者道

自転車が専用的に走行可

約2,500ｋｍ
自転車が専用的に走行可

約2,500ｋｍ
自転車の走行空間
約79,000ｋｍ

自転車の走行空間
約79,000ｋｍ

約３％

分離分離 歩道あり歩道あり 歩道なし歩道なし

約2,500km約2,500km 約89,000km約89,000km 約100万km約100万km

整備例）
整備例）

整備例） 整備例）整備例）

整備例）

自転車走行空間の整備

［出典：国土交通省資料］

※延長は平成18年4月1日時点

0

100

200

300

400

500

全事故件数 自転車対歩行者事故件数

H8 H18 H8 H18

771,084件 886,864件 582件

2,767件

約1.2倍約1.2倍

約4.8倍約4.8倍

0

100

200

300

400

500

全事故件数 自転車対歩行者事故件数

H8 H18 H8 H18

771,084件 886,864件 582件

2,767件

約1.2倍約1.2倍

約4.8倍約4.8倍

自転車走行空間（約 79,000km）のほとんどが歩行者と自転車の混在する自転車歩行者

道。歩行者と自転車が「分離」された走行空間である自転車道等の整備延長は、約

2,500kmと、そのうちのわずか約３％。 


